
高大連携プログラム2026
C O L L A B O R A T I V E   P R O G R A M

松山短期大学学長 松本　直樹

松山大学学長 池上　真人

ご希望に沿った日程・プログラムで、個別にカスタマイズし
た大学見学を実施します。

キャンパス見学、模擬授業、在学生による学生生活紹介、学食
体験や入試説明など、プログラム内容を自由にお選びくださ
い。毎年県内外の高校から約1,200名の生徒、先生、保護者
に参加いただいております。

スケジュール例

本学の教員が高等学校に出向き、高校内で大学の講義を体験
していただけます。出張者及び講義テーマ一覧を当パンフレ
ットに掲載しております。各教員の出張可能日は社会連携課
にお問い合わせください。

本学教員の旅費・講師料は不要です。

10：00 ～10：30
大学・入試制度の説明
10：30 ～11：30
模擬授業
11：30 ～12：30
学内施設見学
12：30 ～13：30
学食体験
13：30 ～14：30
在学生による学生生活紹介

オー ダーメイドオープ ンキャンパ ス

お問い合わせ先　社会連携課　TEL.089-926-8246　
Mail. mu-renkei@matsuyama-u.jp

随時受付

出張講義随時受付

高大連携プログラムのお申し込みはこちら

　松山大学・松山短期大学は、校訓「三実」を教育の土台とし、地域に実り

をもたらす大学として、人材育成に取り組んでまいりました。

　高大連携プログラムは、高校生が大学の学びに触れることで、視野を広げ、

問いを深め、自ら考える第一歩です。私たちは、本プログラムを通じて高校

と大学が手を携え、地域の若者を共に育てる関係をさらに深めてまいります。

　ぜひ、生徒一人ひとりの可能性を広げる学びの機会としてご活用ください。

高校関係者の皆様へ

お問い合わせ先　企画広報課　TEL.089-926-7971　Mail. mu-kikaku@matsuyama-u.jp

松山大学ホームページ ＞ 社会連携・生涯学習 ＞ 高校との取り組み ＞ 高大連携プログラム オーダーメイド
オープンキャンパス

出張講義
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分
野 No. 講義テーマ 講義タイトル　 学部・職名・氏名学部・職名・氏名

経
済
・
経
営
・
ビ
ジ
ネ
ス
系
統

1 世界経済 世界情勢の変化と私たちの暮らし 経済・教　授　松浦　一悦

2 経済学 経済学と経営学は何がちがうか / ゲーム理論の世界 経済・教　授　安田　俊一

3 ミクロ経済学 タダほど高いものはない ~ 経済学を学んで賢い消費者になろう 経済・教　授　道下　仁朗

4 経済学 もったいないがもったいない !? 経済・教　授　熊谷　太郎

5 社会保障論 経済学は○○○○の学問 / 社会保障制度を経済学から考える 経済・教　授　柳原　剛司

6 地域経済史 古地図で考える地域経済史 経済・教　授　井上　正夫

7 統計学 バラツキを考える 経済・教　授　井草　　剛

8 企業統治 企業統治から読みとく日本経済の現状 経済・准教授　嶋野　智仁

9 労働経済学 経済学で 「働くこと」 について考えよう 経済・教　授　西村　　健

10 中国経済 中国経済の成長と課題 経済・教　授　小林　拓磨

11 経済学 経済学ってなに：数円でも変えれる身近な問題 経済・教　授　岩田　和之

12 マクロ経済 経済効果とは何か？～その仕組みを考える～ 経済・准教授　上品　　満

13 18 世紀後期イングランド社会経済思想史 アダム・スミスの経済思想：『国富論』と『道徳感情論』をめぐって 経済・教　授　松本　哲人

14 イギリスの近代史 近代イギリス経済とその衰退論をめぐる歴史学 経済・教　授　川村　朋貴

15 地域経済 / 現代資本主義 地方の現状と地域再生 / 現代資本主義の構造 経済・講　師　藤井　孝哉

16 環境と経済 / 災害と経済 環境問題はなぜ起こる？ / 災害リスクを減らすには？ 経済・准教授　尾沼　広基

17 まちづくり学 安全で安心できる地域社会をどう作るか 経済・教　授　山本　昌弘

18 金融 金融システムの存在意義 経済・教　授　吉田　　隆

19 経済学と幸福 人々を「幸福」にするための経済学 経済・教　授　品田　雄志

20 経済学（世界の経済や地域の発展） 夜の地球から見る世界経済 経済・講　師　章　　　超

21 経営学 経営学部で学べばカネが稼げる？ 経営・准教授　苅谷　寿夫

22 保険金はどのような場合に支払われるのか 保険の仕組み 経営・教　授　中村　雅人

23 簿記・会計 会社の会計報告書を読んでみよう 経営・教　授　溝上　達也

24 情報と倫理 情報と倫理 経営・教　授　上杉　志朗

25 財務管理 財務管理論ではどのようなことを学ぶのか 経営・講　師　井上　修一

26 マーケティング入門 マーケティングにおけるブランドの役割 経営・教　授　田村　公一

27 オムニチャネル 小売と IT 経営・准教授　成田　景堯

28 経営と情報のデザイン これからの経営と情報のデザイン 経営・准教授　森田　正大

29 地域経済と地域企業 世界で活躍する愛媛の海事産業を知ろう！ 経営・准教授　西岡　久継

30 組織について 組織をどう編成すれば良いのか　 経営・准教授　田村　祐介

31 会計 会計が必要とされる理由とは？ 経営・准教授　越智　悠暉

32 数字の上手な使い方 やる気を高める目標とは？ / 模擬店で儲けるには？ /
公平な成績評価とは？ 経営・講　師　片岡　亮太

33 経営情報工学 AI・経営情報工学によるビジネスシミュレーション解析 経営・教　授　伊藤　照明

34 データ分析 政府統計データを活用したデータ分析について 経営・教　授　小西　敏雄

35 観光マーケティング ディズニーランドはなぜ世界中の人々を魅了し続けるのか 経営・講　師　崔　　琳源

36 社会課題解決のためのマーケティング 地域の価値の創出のためにープレイス・ブランディングの視点からー 経営・准教授　山崎　義広

37 情報開示 企業はなぜ情報を開示するのか？ 経営・講　師　甚内　俊人

38 租税 税金入門 経営・教　授　河瀬　　豊

39 教育経済学 大学・短期大学で学ぶ基礎からの経済学 短大・教　授　松本　直樹

40 経済学入門 クイズ de 経済学 短大・准教授　谷口　裕亮

41 金融機関の役割 銀行は何をしているか？ 短大・教　授　兵頭　繁嗣

42 地域経済 / 国際経済 愛媛の産業力と環境時代への対応 / 日本とドイツの働き方と労働市場の改革 短大・教　授　片山　哲哉

43 簿記 簿記 短大・教　授　泉　竜之祐

44 会計学（簿記学） 会社の評価はなぜ変わる？―儲けと財産の間で揺れる会計― 短大・教　授　影浦　浩二

45 愛媛経済 愛媛経済の力とそれを支える産業 短大・教　授　大泉　謙一

46 AI と新しい働き方 AI 時代を生き抜く「両利きの経営」/ 世界標準の理論で考える、
君だけの “ 二刀流 ” キャリア 短大・講　師　西原　真治

人
文
・
社
会
・
メ
デ
ィ
ア
系
統

47 宗教と社会 / サッカーと移民 イスラームを学ぼう / 移民研究からみる欧州と中東のサッカー：FIFA ワー
ルドカップを中心に 経済・教　授　岩崎　真紀

48 江戸時代の科学史 ( 天文暦学、和算、医学・本
草学等）/ 古文書・古文献とデジタルアーカイブ

中四国地方で活躍した江戸時代の科学者 /
歴史的な資料のデジタル化と紙資料の保存・修復 経済・准教授　川和田晶子



分
野 No. 講義テーマ 講義タイトル　 学部・職名・氏名学部・職名・氏名

人
文
・
社
会
・
メ
デ
ィ
ア
系
統

49 教育の大切さ / 倫理（人と人とのつながり方）
の大切さ / 人権の大切さ

「学ぶ」ことはなぜ楽しく、人生を豊かにするのか / 私とあなた、
みんなを幸せにするルールについて考える / 差別はなぜ生まれるのか、どの
ようにすればなくせるのか

経済・教　授　佐々木　進

50 学校教育を取り巻く制度 学校教育を取り巻く制度 経営・教　授　作田　良三

51 教職 教員とはどのような職業か 経営・准教授　伊勢本　大

52 SNS による人権侵害 /ICT 活用 インターネットやスマホのトラブルから身を守るために～ SNS による人権
侵害～ /ICT 活用～プレゼンテーションスキルの向上～ 経営・教　授　忽那　　浩

53 心理学 心理学ってなんだろう 経営・准教授　日原　尚吾

54 海外の教育・学校 海外の教育・学校 経営・准教授　井上　　快

55 文章表現 コミュニケーション力と文章表現 経営・教　授　山下　尚位

56 持続可能な社会 持続可能な社会のために私たちができること 人文（社）・教　授　小松　　洋

57 地域振興 四国新幹線は何をもたらすか 人文（社）・教　授　市川　正彦

58 社会統計学 騙されない・騙せる・騙さない社会統計学 人文（社）・教　授　永野　　武

59 高校生のための社会学入門 社会学から社会はどう見えてくるか 人文（社）・教　授　水上　英徳

60 SNS や AI に対する社会心理 ネットとメディアの社会心理学 人文（社）・准教授　森岡　千穂

61 社会学 / 社会問題 社会学とは何か？ / ホームレスの仕事と生活 人文（社）・教　授　大倉　祐二

62 地理教育 地理教育 人文（社）・教　授　北須賀逸雄

63 戦争の記憶 / 女性史 / 子どもの歴史 戦争の歴史を考える 人文（社）・准教授　大石　　茜

64 医療社会学 心はどのように捉えられるのか 人文（社）・准教授　河村　裕樹

65 愛媛県が舞台となった映画とドラマにについて あの「がんばっていきまっしょい」「東京ラブストーリー」は愛媛産です！ 人文（社）・准教授　植田　佳宏

66 生き方とジェンダー 性別で人生が決められていいの？ 人文（社）・准教授　乙部　由子

67 サブカルチャー研究 サブカルチャーで卒論を書くには 人文（社）・講　師　酒井　美優

68 教育と社会 先生になるということ／子どもをとりまく社会 人文（社）・准教授　山口　真美

69 人と自然の関係 熱帯雨林に生きる！アフリカ狩猟採集民の暮らし 人文（英）・教　授　平井　將公

70 湖沼・海洋生態系 瀬戸内海の過去・現在・未来 / 生物多様性の宝庫である琵琶湖で起きてい
る変化 法・教　授　槻木　玲美

71 教員養成 私の教師としての 10 の目標 / 大切にしたい 15 の言葉 法・教　授　白木　俊一

72 人権教育・子どもの権利教育 / こどもまんなか
社会 / 子ども・若者支援

生徒・教員が共に人権・権利を尊重し合える学校を作ろう / いじめ・体罰・
ハラスメントなどのない安心安全な学校を作ろう / 子どもの意見を聴かれ
る権利を尊重し最善の利益を考慮する学校を作ろう

短大・教　授　森　　保道

法
・
政
治
・
公
共
政
策
系
統

73 働くときに知っておきたい労働法 バイトの法 法・教　授　村田　毅之

74 まちづくり 地方から風を起こす－松山発・小さな社会変革の取り組み 法・准教授　甲斐　朋香

75 契約法 高校生と契約－「親のハンコ」が必要なワケ－ / 悪徳商法対策講座－法律
の使い方 法・教　授　渡辺　幹典

76 日本近代史 / 国際機構論 / 政治学 近代日本をめぐる「歴史認識」/ 国連は役立たずの組織か？ / 政治学と法
律学を学ぶ意義 法・准教授　伊藤　信哉

77 企業法 企業法の論理と体系 法・教　授　王　　原生

78 行政活動と法律 市、町の空家対策 法・教　授　倉澤　生雄

79 過失犯の処罰根拠 / 近代社会の構成員 /
正当防衛の正当化根拠

自動車事故は、なぜ処罰されるのか / 精神に障害がある者を処罰すること
ができるか / 相手から暴力を振るわれた場合、反撃することは許されるか 法・教　授　明照　博章

80 刑事法と一般市民の関係 犯罪の発生から処理まで / 警察、検察、裁判所、弁護士、そしてあなた /
少年非行と大人の犯罪 法・准教授　松田　龍彦

81 法学 夫婦の氏に関するルールを通して法学部における学びを知ろう 法・准教授　水野　貴浩

82 法学（民法学） 保証人になるとは、どのようなことなのか？ 法・教　授　古屋　壮一

83 基本的人権 / 表現の自由 スクープなら何を書いても許される？－人権同士の衝突とその調整－ 法・准教授　牧本　公明

84 財産に対する犯罪について 窃盗や強盗、詐欺などの財産犯罪について 法・教　授　今村　暢好

85 契約 未成年者の契約責任 法・教　授　銭　　偉栄

86 紛争解決 模擬調停を通して見る法律学の世界 法・准教授　石橋　英典

87 動物と法 動物にも人権を認めるべきか 法・准教授　山川　秀道

88 生命に関する自己決定権 「尊厳死」と安楽死ー「尊厳死」を法制度化する前に考えておきたいこと 法・准教授　牧野　力也

89 現代を生きるに最小限必要な法規範を理解する
ために 社会あるところ法あり 法・教　授　高嶋めぐみ

90 人権 差別に対する司法的救済について 法・教　授　井上　一洋

91 法律と生成 AI 「生成 AI に依存して弁護士も大失敗」、生成 AI のハルシネーション（誤回答）
に関する一考察　－ 米国裁判例を契機として － 法・教　授　江村　義行



分
野 No. 講義テーマ 講義タイトル　 学部・職名・氏名学部・職名・氏名

92 労働法 働くときのルール（労働基準法って知っていますか） 短大・教　授　中村　　徹

語
学
・
国
際
・
文
化
系
統

93 ユダヤの文化 あなたの身近に「ユダヤの文化」ありますか？ 経済・教　授　黒田　晴之

94 フランス文学 名句で学ぶフランス文学 経済・教　授　伊藤　　直

95 歴史と文学 教養としてのシェイクスピア入門 経済・教　授　八鳥　吉明

96 韓国語、韓国文化 韓国語を習ってみよう !/ 韓国への旅たち 経済・准教授　李　　幸宣

97 応用言語学 応用言語学入門 経済・准教授　西村　嘉人

98 生成 AI を活用した英語学習 生成 AI を最高の学習パートナーにしよう 経済・准教授　前田　啓貴

99 言語と文化 英語を学習する上で文法よりも大事なものは何か 経済・准教授　藏薗　和也

100 日本語学 / 中国語学 日本語コミュニケーションについて考えてみよう / はじめて学ぶ中国語 経済・准教授　望月　雄介

101 韓国語 ( 初級 ) 韓国語で話そう !( 初級 ) 経済・講　師　申　　仁煥

102 フランス語文化入門 フランス語で考える /
フランスの文化と日常

フランス語で文化を楽しむ /
フランス語で世界を広げる：映画・音楽・文学の楽しみ方 経済・講　師　Laure DE CREPY

103 ドイツの抒情詩 ドイツ近代詩は聖書のモチーフをどのように変奏したのか 経営・教　授　松尾　博史

104 初習外国語 初めてのフランス語 経営・准教授　安積みづの

105 イギリス・ロマン派文学 イギリス・ロマン派時代における小説 経営・教　授　細川　美苗

106 コミュニケーション 「伝える」とはどういうことか　ー対人コミュニケーションの基本ー 経営・教　授　池上　真人

107 英文学と現代 17 世紀英文学と現代ファンタジー作品との接点 経営・准教授　野村　宗央

108 英語音声学 英語の発音とリズム：日本語とどう違う？ 経営・教　授　神谷　厚徳

109 伝わる英語の話し方 どうやったら英語スピーチがうまくなるか 経営・教　授　福田　　昇

110 留学と英語 留学によって英語力はどう変わるのか 経営・講　師　須田　佳成

111 言語と文化 言語から感じた日中文化の相違 経営・講　師　周　　　振

112 言語分析 言語データからわかること 経営・講　師　阿部　大輔

113 英語教育 リスニングと発音の学習方法について 経営・講　師　橋崎諒太郎

114 フランス絵画 名作で現代フランス絵画の流れを学ぼう 経営・准教授　山口　孝行

115 アメリカ研究 文明を忌避するアーミッシュー彼らから何を学ぶか 人文（英）・教　授　辻　　祥子

116 異文化交流・言葉 中国語における日本語について 人文（社）・教　授　孟　　子敏

117 英語教育 学ぶことと教えること 人文（英）・准教授　寺嶋　健史

118 教育における AI と ICT の活用 AI は、言語を学び、人々とコミュニケーションをとる方法に
どのような影響を与えているのでしょうか 人文（英）・教　授　Bruce LANDER

119 英文法 変な英文法 人文（英）・教　授　櫻井啓一郎

120 19 世紀イギリス小説と同時代の社会 「クリスマス・キャロル」に作者ディケンズのどのような社会改革者的意識
を読み取ることができるか 人文（英）・教　授　矢次　　綾

121 韓国文化の総称となる K-Culture の現状を知る 韓流（Korean Wave）とは、なんのこと？ 人文（社）・教　授　金　　菊熙

122 英語音声学 / 英語史 英語発音クリニック / 英語ものがたりー誕生から今日までー 人文（英）・教　授　市崎　一章

123 世界の俳句 俳句はどうして世界で受け入れられたか 人文（英）・教　授　湊　　圭史

124 AI と中国語 AI 時代になぜ中国語を学ぶのか 人文（英）・講　師　張　　暁琳

125 英語史 The Emergence of Pidgin English: From Pidgin to Creole to Pidgin 人文（英）・教　授　Floyd GRAHAM

126 International Society and Global Issues What does the UN do? 人文（社）・講　師　Seana MAGEE

127 中世ドイツを中心とした写本の挿絵、紋章 中世ヨーロッパの絵を解釈してみよう－紋章学入門－ 法・准教授　伊藤　亮平
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128 数学 数学の考え方：帰納法や集合など 経済・准教授　中塚　智之

129 生成 AI の最先端 生成 AI は私たちの生活をどのように変えるのか？ 情報・教　授　檀　　裕也

130 数学の歴史 江戸時代に開花した日本の数学「和算」 情報・教　授　平田　浩一

131 情報セキュリティ Web サイトのセキュリティを学ぼう 情報・教　授　田中　健吾

132 情報セキュリティ / データ解析と AI、
研究倫理

あなたを護るための情報セキュリティ /
探究活動でデータを活用して「お宝」を見つけよう 情報・教　授　島田　　毅

133 クラウドサービス クラウドサービスの紹介 情報・准教授　柏木　紘一

134 情報通信 情報通信ネットワークとインターネットの関わり 情報・講　師　岩崎　祐也

135 情報セキュリティ 作って学ぶ BadUSB 情報・准教授　浦山　康洋

136 情報通信 インターネットの仕組みと歴史 情報・教　授　黒田　久泰

137 情報学 実学（工学）と理学の違い デザイン思考してる？ /
水産 DX 愛媛の水産業を支援する ICT 情報・教　授　小林　真也

138 映像制作 デジタル映像制作入門 情報・教　授　阪本　裕文

139 AI と画像認識 犬と猫の区別はなぜ難しい？〜 AI・ディープラーニング入門〜 情報・教　授　Henrik SKIBBE
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松山短期大学学長 松本　直樹

松山大学学長 池上　真人

ご希望に沿った日程・プログラムで、個別にカスタマイズし
た大学見学を実施します。

キャンパス見学、模擬授業、在学生による学生生活紹介、学食
体験や入試説明など、プログラム内容を自由にお選びくださ
い。毎年県内外の高校から約1,200名の生徒、先生、保護者
に参加いただいております。

スケジュール例

本学の教員が高等学校に出向き、高校内で大学の講義を体験
していただけます。出張者及び講義テーマ一覧を当パンフレ
ットに掲載しております。各教員の出張可能日は社会連携課
にお問い合わせください。

本学教員の旅費・講師料は不要です。

10：00 ～10：30
大学・入試制度の説明
10：30 ～11：30
模擬授業
11：30 ～12：30
学内施設見学
12：30 ～13：30
学食体験
13：30 ～14：30
在学生による学生生活紹介

オー ダーメイドオープ ンキャンパ ス

お問い合わせ先　社会連携課　TEL.089-926-8246　
Mail. mu-renkei@matsuyama-u.jp

随時受付

出張講義随時受付

高大連携プログラムのお申し込みはこちら

松山大学・松山短期大学は、校訓「三実」を教育の土台とし、地域に実り

をもたらす大学として、人材育成に取り組んでまいりました。

高大連携プログラムは、高校生が大学の学びに触れることで、視野を広げ、

問いを深め、自ら考える第一歩です。私たちは、本プログラムを通じて高校

と大学が手を携え、地域の若者を共に育てる関係をさらに深めてまいります。

　ぜひ、生徒一人ひとりの可能性を広げる学びの機会としてご活用ください。

高校関係者の皆様へ

お問い合わせ先　企画広報課　TEL.089-926-7971　Mail. mu-kikaku@matsuyama-u.jp

松山大学ホームページ ＞ 社会連携・生涯学習 ＞ 高校との取り組み ＞ 高大連携プログラム オーダーメイド
オープンキャンパス

出張講義

分
野 No. 講義テーマ 講義タイトル　 学部・職名・氏名学部・職名・氏名
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140 AI の使い方 調査の実践・生成 AI を活用した学習 情報・准教授　高畠　嘉将

141 結晶工学 自然界の結晶と人口の結晶は何が違うのか？ 情報・教　授　槇田　毅彦

142 科学計算 / メディアデザイン スーパーコンピューティングと最先端メディアデザイン 情報・教　授　松浦　一雄

143 デジタル画像 画像の仕組みとその使われ方について 情報・講　師　森田　雅貴

144 情報技術の産業応用 データ分析と活用 情報・教　授　志田　　洋

薬
学
・
医
療
・
健
康
系
統

145 ピーキング スポーツと身体作り 経済・准教授　大西　崇仁

146 スポーツパフォーマンスの向上 競技成績を上げる 経営・教　授　酒井　達郎

147 スポーツバイオメカニクス スポーツの科学 人文（社）・准教授　林　　恭輔

148 熱中症予防 スポーツ活動時の熱中症予防対策 人文（英）・教　授　田中　英登

149 スポーツ科学 スポーツ科学について 法・教　授　樗木　武治

150 スポーツ心理学 身近に使えるスポーツ心理学 法・講　師　吉川　直輝

151 薬と放射線 身近な薬と放射線 薬・教　授　明樂　一己

152 炭素 13 同位体を用いた呼気試験 息を吐くだけの健康診断？ 薬・教　授　見留　英路

153 生薬 / 漢方薬 / 保健機能食品 漢方薬・生薬 ー自然が生み出す薬物ー 薬・教　授　天倉　吉章

154 薬物送達システム（DDS） 「ミクロの決死圏」は実現可能か？ 薬・教　授　坂本　宜俊

155 薬物の体内動態 薬が効くしくみ～飲めば効くってほど甘くない～ / 食と薬の意外な関係～
体にいいと思ったのに～ 薬・准教授　橋本　　満

156 計算化学 コンピュータを⽤いた化学反応実験 薬・准教授　畑　　晶之

157 物理的に生物をとらえる 生物はなぜ活動するのだろう。生物って何？ 薬・准教授　奈良　敏文

158 生化学 食物からエネルギーを取り出して使う 薬・教　授　中西　雅之

159 感染症の治療薬 感染症治療薬ー魔法の弾丸ー 薬・教　授　玉井　栄治

160 薬学 食中毒を防ぐには ー食中毒の基礎知識とその予防ー 薬・教　授　舟橋　達也

161 医療薬学 / スポーツ薬学 スポーツと薬 薬・教　授　山口　　巧

162 薬の知識 正しい薬の活用術！－薬立つ話－ 薬・教　授　秋山　伸二

163 身近な感染症やお薬の話 病原微生物とくすり 薬・准教授　関谷　洋志

164 生薬学 / 天然物化学 / 薬用植物学 身近な薬用植物 薬・教　授　好村　守生

165 経口投与薬 経口吸収薬ができるまで 薬・准教授　山内　行玄

166 ホルモン ホルモンによる調節のしくみ 薬・准教授　小林三和子

167 毒性学 毒の本質とリスクを見極める 薬・教　授　田邊　知孝

168 薬学 いろいろな錠剤の製造法と使い方 薬・教　授　中村　承平

169 食品化学 / 有機化学 味覚と化学 薬・准教授　西條　亮介

170 細胞生物学 にぎやかな細胞たち 薬・講　師　日野　真美

171 天然由来物質の機能性評価 脳機能に作用する食品成分と天然物由来物質 薬・教　授　奥山　　聡

172 光遺伝学とは－光を利用して働く微生物の
タンパク質を医療に役立てる－ クスリを有効に活用するために知っておきたいこと 薬・准教授　田母神　淳

173 くすりのリスク 抗がん薬の副作用を減らす薬学の力 薬・教　授　高取　真吾

174
病院・薬局での薬剤師の仕事 / 消毒薬について、
感染予防のために出来ること / がん治療の副作
用対策

病院・薬局での薬剤師の仕事 / 消毒薬について、感染予防のために出来る
こと / がん治療の副作用対策 薬・准教授　渡邉　真一

175 治験 ミライのお薬について 薬・准教授　武智　研志

176 化学 化学で見る薬が効く仕組み 薬・教　授　北村　正典

177 植物の成分分析 成分分析で見える世界 薬・講　師　内倉　　崇

178 予防と健康 健康を築くためには 薬・准教授　長岡憲次郎

179 人体構造と薬物動態 ヒトのからだと薬がはたらく仕組み 薬・教　授　鍋加　浩明

180 分析化学 / 薬学 薬の安全を守る科学者の仕事 薬・助　教　加藤銀次郎

181 薬剤師はなぜ患者の命を守れるのか？ クスリのプロは、見えないリスクを見抜けるか？ 薬・講　師　安永　大輝

経済：経済学部経済学科　　　経営：経営学部経営学科　　　人文（社）：人文学部社会学科　　　人文（英）：人文学部英語英米文学科
法：法学部法学科 薬：薬学部医療薬学科　　　　情報：情報学部情報学科 短大：短期大学商科第 2 部 


